




別添の「表　主な人畜共通感染症」について

（同表は、「愛玩動物飼養管理士教本１級」p.50 より引用）

表中の「伝播型」欄の型の説明は以下のとおり。

（厚生省ＨＰに基づいて作成）

接触型
厚生省 HPにおける「直接伝播」に相当。咬傷や引っ掻き傷からの病原体の侵入が典型的。
口の周りや傷口をなめられて感染する場合や、動物の咳やくしゃみを直接受けたりするこ

とで感染する場合もある。

媒介者型

厚生省 HP における「間接伝播　ベクター媒介」に相当。ノミ、ダニ、カ、シラミなどが
感染動物から人間へと吸血などによって病原体を伝播する。これらの外部寄生動物をベク

ターと呼ぶ。病原体はベクターによって機械的に運ばれる場合と、ベクター体内で成熟す

る場合がある。

中間宿主型

厚生省 HP における「間接伝播　動物性食品」に相当。家畜や魚介類が病原体を持ってい
る場合、十分に加熱せずに食べたりすることで伝播することがある。

自然環境型

厚生省 HP における「間接伝播　環境媒介」に相当。病原体で汚染された水や土壌と接触
したり飲んだりして感染する。また、感染動物から排泄された病原体が風で舞い上がり、

その空気を吸うことで感染するものもある。環境が病原体で汚染されていることには通常

は気がつかないという点が、この伝播型の特色である。

参考：＜伝播経路と動物由来感染症＞

伝播経路 具体例 動物由来感染症の例

直接伝播

咬傷

なめられる

引っ掻き傷

排泄物
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ベクター

ダニ

カ

ノミ

巻き貝

回帰熱

日本脳炎、マラリア

ペスト

日本吸血住虫
間接伝播

動物性食

品

肉

魚肉

有鉤条虫症、サルモネラ症

アニサキス症


